
足
柄
平
野
の
開
拓
の
大
恩
人

大
久
保
忠
世
・
忠
隣

扇
状
地
で
あ
る
足
柄
平
野
を
大
水
田

地
帯
に
変
え
た
の
は
、
大
久
保
忠
世

た
だ
よ

と

忠
隣

た
だ
ち
か

親
子
だ
。

戦
国
時
代
の
小
田
原
は
後
北
条
氏
が

治
め
て
い
た
が
、
１
５
８
９
年
（
天
正
17
）

に
真
田
家
と
の
領
土
争
い
を
発
端
に
、

豊
臣
秀
吉
に
よ
る
小
田
原
征
伐
を
招
き
、

１
５
９
０
年
（
天
正
18
）
に
、
後
北
条
氏

は
滅
亡
。
家
康
の
関
東
移
封
に
伴
っ
て
、

豊
臣
秀
吉
の
命
を
受
け
小
田
原
城
に
４

万
５
０
０
０
石
を
与
え
ら
れ
た
の
は
、

三
河
国
額
田
郡
上
和
田
（
愛
知
県
岡
崎
市
）

の
徳
川
家
譜
代
の
名
門
で
武
断
派
筆

頭
・
大
久
保
家
の
嫡
男
の
大
久
保
忠
世

だ
っ
た
。

息
子
の
忠
隣
は
本
能
寺
の
変
（
１
５
８

２
年
〈
天
正
10
〉
）
に
際
し
て
、「
生
涯
第

一
の
艱
難

か
ん
な
ん

」
と
家
康
が
後
年
述
懐
す
る

伊
賀
越
え
に
同
行
。
甲
斐
・
信
濃
平
定

に
尽
力
し
、
１
５
９
４
年
（
文
禄
３
）
忠

世
亡
き
あ
と
小
田
原
城
の
２
代
目
城
主

に
な
っ
た
。
甲
斐
・
信
濃
平
定
に
尽
力

し
て
い
た
こ
ろ
、
家
康
の
命
で
大
蔵
長

安
こ
と
、
の
ち
の
大
久
保
長
安

な
が
や
す

（
ち
ょ
う

あ
ん
、
と
も
）
と
出
会
う
の
で
あ
る
。

大
久
保
長
安
（
１
５
４
５
〜
１
６
１
３
年
）

父
の
大
蔵
大
夫
が
猿
楽
師
と
し
て
武
田
信
玄
に
召

し
抱
え
ら
れ
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
し
て
、
黒
川
金

山
な
ど
の
鉱
山
開
発
や
税
務
な
ど
武
田
家
に
従
事
。

武
田
家
滅
亡
後
は
家
康
に
取
り
立
て
ら
れ
、
相
模
国

小
田
原
藩
の
初
代
藩
主
と
な
っ
た
大
久
保
忠
隣
と
親

交
を
持
つ
こ
と
に
な
る
。
大
久
保
姓
は
忠
隣
か
ら
与

え
ら
れ
た
も
の
。

甲
斐
が
家
康
の
領
地
と
な
っ
た
と
き
、
内
政
再
建

を
所
務
方
と
し
て
行
な
い
、
釜
無
川
や
笛
吹
川
の
堤

防
復
旧
や
新
田
開
発
、
金
山
採
掘
な
ど
に
尽
力
し
た
。

八
王
子
千
人
同
心
の
創
設
、
全
国
の
金
銀
山
の
統
轄

や
、
関
東
に
お
け
る
交
通
網
の
整
備
、
一
里
塚
の
建

設
な
ど
江
戸
初
期
の
国
土
開
発
を
一
挙
に
推
進
し

た
。
死
後
に
金
の
横
領
で
私
腹
を
肥
や
し
た
と
い
う

疑
い
が
か
け
ら
れ
、
遺
体
が
磔
に
処
さ
れ
た
。

忠
世
は
秀
吉
の
小
田
原
合
戦
で
荒
れ

た
足
柄
上
・
下
郡
１
４
７
カ
村
を
復
興

す
る
た
め
に
検
地
を
行
な
い
、
大
口
に

ま
だ
土
手
が
な
い
た
め
に
網
目
状
に
流

路
が
広
が
る
酒
匂
川
の
川
筋
を
平
野
の

東
側
に
一
本
に
ま
と
め
て
、
新
田
開
発

す
る
と
い
う
壮
大
な
計
画
を
立
て
た
。

忠
隣
は
父
の
遺
志
を
継
ぎ
、
上
流
か
ら

の
水
勢
を
弱
め
る
た
め
に
春
日
森
土
手
、

岩
流
瀬
土
手
、
大
口
土
手
を
築
き
、
現

在
の
酒
匂
川
の
基
礎
を
つ
く
っ
た
。

春
日
森
土
手
は
、
酒
匂
川
の
水
勢
を

釜
淵
と
呼
ば
れ
る
段
丘
崖
に
当
て
る
た

め
の
誘
導
の
役
割
を
果
た
し
、
岩
流
瀬

土
手
は
釜
淵
に
当
た
っ
た
水
勢
を
千
貫

岩
と
呼
ば
れ
る
段
丘
崖
に
誘
導
し
て
、

大
口
土
手
に
直
接
当
た
ら
な
い
よ
う
に

す
る
重
要
な
土
手
。
大
口
土
手
は
、
千

貫
岩
に
当
た
っ
た
水
勢
を
迂
回
さ
せ
て
、

足
柄
平
野
に
酒
匂
川
が
緩
や
か
に
注
ぐ

よ
う
に
考
え
て
つ
く
ら
れ
て
い
る
。
こ

の
治
水
シ
ス
テ
ム
は
、
武
田
信
玄
に
よ

る
釜
無
川
、
笛
吹
川
の
場
合
と
よ
く
似

て
い
て
、
影
響
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

忠
隣
は
ま
た
、
酒
匂
川
左
岸
に
全
国

で
も
珍
し
い
形
（
拝
み
石
）
で
組
ん
だ
酒

匂
堰
を
、
右
岸
の
大
口
土
手
付
近
に
穴

田
中
丘
隅

き
�
う
ぐ

の
バ
ト
ン
を
渡
す

神
奈
川
県
に
あ
る
足
柄
平
野
は
、
気

候
も
温
暖
で
農
産
物
も
豊
富
、
小
田
原

に
近
く
海
の
幸
に
も
山
の
幸
に
も
恵
ま

れ
た
暮
ら
し
や
す
い
地
域
で
あ
る
。
し

か
し
１
７
０
７
年
（
宝
永
４
）
、
富
士
山

の
宝
永
噴
火
を
き
っ
か
け
に
酒
匂
川
の

氾
濫
が
常
態
化
。
災
害
常
襲
地
帯
と
な

る
時
代
が
あ
っ
た
。
富
士
山
の
噴
火
に

よ
る
降
灰
で
川
床
が
上
昇
し
、
堤
防
が

決
壊
。
大
規
模
な
洪
水
が
頻
発
す
る
激

甚
災
害
地
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

災
害
復
旧
に
あ
た
っ
た
田
中
丘
隅

（
４
ペ
ー
ジ
参
照
）
は
、
災
害
の
記
憶
を
忘

れ
ず
自
衛
す
る
よ
う
に
と
、
文
命
社
と

川
丈

か
わ
た
け

六
地
蔵
を
祀
っ
た
。

〈
足
柄
の
歴
史
再
発
見
ク
ラ
ブ
〉
は
、

そ
う
し
た
足
柄
の
郷
土
史
を
子
ど
も
た

ち
に
伝
え
た
い
と
い
う
想
い
が
も
と
に

な
っ
て
、
２
０
０
６
年
（
平
成
18
）
１
月

に
結
成
さ
れ
た
。
会
長
の
佐
久
間
俊
治

さ
ん
は
、「
足
柄
の
郷
土
史
か
ら
学
ん

だ
こ
と
を
若
い
人
た
ち
に
伝
え
て
い
く

こ
と
は
、
大
人
の
責
務
で
す
」
と
結
成

の
動
機
を
語
っ
て
く
れ
た
。

そ
の
成
果
の
一
つ
が
、
小
学
生
、
中

学
生
の
副
読
本
『
富
士
山
と
酒
匂
川
』。

こ
の
本
を
手
引
き
に
、
足
柄
平
野
開
拓

の
現
場
を
、
河
川
工
学
者
の
島
谷
幸
宏

さ
ん
と
環
境
宗
教
学
者
の
岡
田
真
美
子

さ
ん
と
と
も
に
案
内
し
て
い
た
だ
い
た
。
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〈足柄の歴史再発見クラブ〉の活動

富士山と酒匂川第33回 水の文化楽習 実践取材

扇状地河川の宿命として、明治、大正、昭和、平成になっても水害が続いた酒匂川。

〈足柄の歴史再発見クラブ〉は、足柄の郷土史を子どもたちに伝えたいという想いがもとになって結成されました。

副読本『富士山と酒匂川』を手引きとして、足柄平野開拓史の現場を案内していただきました。
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水
門
堰
、
根
又
堰
、
武
永
田
堰
な
ど
を

つ
く
り
、
足
柄
平
野
に
用
水
路
網
を
巡

ら
せ
新
田
開
発
に
注
力
し
た
。
足
柄
平

野
で
は
用
水
と
い
う
言
葉
は
使
わ
れ
ず
、

堰せ
ぎ

と
呼
称
す
る
。
用
水
を
堰
と
い
う
の

は
、
足
柄
と
山
梨
、
長
野
の
一
部
だ
け
。

甲
州
に
縁
の
深
い
大
久
保
長
安
の
影
響

も
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
。

１
５
９
１
年
（
天
正
19
）
の
検
地
か
ら

約
50
年
後
の
１
６
４
０
年
（
寛
永
17
）
に

は
、
反
別
収
穫
高
が
２
１
４
％
を
超
え

る
。
忠
世
と
忠
隣
親
子
は
、
足
柄
平
野

と
酒
匂
川
に
と
っ
て
恩
人
と
い
う
べ
き

だ
が
、
晩
年
に
悲
劇
を
迎
え
る
。
忠
隣

は
本
多
一
派
と
の
対
立
か
ら
、
大
久
保

長
安
事
件
を
発
端
に
失
脚
さ
せ
ら
れ
、

彦
根
に
移
封
と
な
る
。

大
久
保
長
安
事
件

徳
川
幕
府
成
立
後
、
忠
隣
と
そ
の
与
力
と
い
え
る

大
久
保
長
安
を
中
心
と
し
た
武
断
派
と
、
本
多
正

信
・
本
多
正
純
を
中
心
と
し
た
文
治
派
が
派
閥
を
形

成
し
対
立
。
正
純
の
与
力
で
あ
っ
た
岡
本
大
八
が
有

馬
晴
信
か
ら
賄
賂
を
受
け
取
っ
た
事
件
に
よ
り
、
本

多
派
は
一
時
、
勢
力
が
衰
退
し
た
か
に
み
え
た
。

一
方
長
安
は
、
全
国
各
地
の
鉱
山
奉
行
を
務
め
て

お
り
、
鉱
山
開
発
の
コ
ス
ト
を
削
減
す
る
こ
と
で
自

分
の
取
り
分
を
増
や
し
、
富
を
蓄
え
た
。
取
り
分
は

出
来
高
制
の
範
囲
で
合
法
的
だ
っ
た
が
、
本
多
派
は
、

そ
の
巨
額
に
着
目
し
、
長
安
は
私
腹
を
肥
や
し
謀
反

を
企
て
て
い
た
と
家
康
に
讒
言
。
埋
葬
さ
れ
て
い
た

遺
体
を
掘
り
起
こ
し
、
岡
本
大
八
が
処
刑
さ
れ
た
安

倍
川
河
原
で
磔
に
処
し
た
。
長
安
の
７
人
の
男
児
と

腹
心
も
処
刑
と
な
り
、
長
安
の
庇
護
者
で
あ
っ
た
大

久
保
忠
隣
も
失
脚
さ
せ
ら
れ
た
。

宝
永
噴
火
で
激
甚
災
害
地
に

酒
匂
川
に
文
命
宮
が
祀
ら
れ
た
端
緒

は
、
富
士
山
の
宝
永
噴
火
に
あ
る
。

大
久
保
が
１
６
０
９
年
（
慶
長
14
）
に

つ
く
っ
た
酒
匂
川
の
外
形
は
、
約
１
０

０
年
間
、
維
持
さ
れ
る
。
し
か
し
99
年

目
に
富
士
山
の
噴
火
が
起
き
た
。
貞
観

噴
火
に
匹
敵
す
る
大
噴
火
で
あ
っ
た
。

１
７
０
７
年
（
宝
永
４
）
10
月
４
日
に

起
こ
っ
た
宝
永
地
震
の
49
日
後
、
11
月

23
日
（
い
ず
れ
も
旧
暦
）
に
富
士
山
が
大
噴

火
を
起
こ
し
た
。
梅
の
実
ほ
ど
の
軽
石

や
砂
や
灰
が
、
16
日
間
も
降
り
続
き
、

山
北
町
の
上
の
ほ
う
は
約
１
ｍ
、
開
成

町
の
町
内
に
は
40
㎝
ほ
ど
の
降
灰
（
ス

コ
リ
ア
）
が
あ
っ
た
と
い
う
。

当
時
の
様
子
は
収
穫
高
か
ら
推
察
で

き
る
。
富
士
山
が
噴
火
し
た
の
は
、
現

代
の
暦
で
い
う
12
月
16
日
。
そ
の
年
の

収
穫
は
既
に
終
わ
っ
て
い
る
か
ら
噴
火

前
を
基
準
に
み
る
と
、
38
年
後
の
１
７

４
５
年
（
延
享
２
）
で
３
分
の
１
に
も
達

し
な
い
。
住
民
は
、
そ
の
間
、
小
高
い

丘
へ
の
避
難
生
活
だ
っ
た
。
収
穫
高
が
、

噴
火
前
の
レ
ベ
ル
に
回
復
す
る
の
は
明

治
に
な
っ
て
か
ら
。
実
に
１
７
０
年
以

上
か
か
っ
て
い
る
の
だ
。
足
柄
平
野
の

先
人
達
は
、
想
像
を
絶
す
る
労
苦
を
経

験
し
た
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
歯
を
食

い
し
ば
っ
て
頑
張
る
Ｄ
Ｎ
Ａ
が
足
柄
平

野
に
培
わ
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

激
甚
災
害
へ
の
幕
府
の
対
応

初
代
会
長
を
務
め
た
大
脇
良
夫
さ
ん

は
、
こ
の
災
害
に
対
す
る
幕
府
の
対
応

は
非
常
に
素
早
か
っ
た
、
と
言
う
。

「
１
７
０
８
年
（
宝
永
５
）
１
月
１
日
の

新松田駅

金井島

牛島

曽我岸

成田

鬼柳

蓮正寺

西大井
上大井

曽比

栢山

中曽根

飯田岡

酒匂

井細田

千津島

班目

小田原駅

酒
匂
川

酒
匂
堰

川音
川

尺
里
川

河
内
川

鮎沢川

狩川

仙
了
川

要
定
川

洞
川

丹沢湖

中
村
川

森
戸
川

相模湾

山王川

文命宮・文命東堤碑

文命宮・文命西堤碑
❶岩流瀬

❷大口

❶～❻は川丈六地蔵の位置

❸金手吉田島❹

❺飯泉
多古❻

現在の酒匂川流域。●と▲を組み合わせた地点から撮影
したのが、右の写真だ。流路が固定されて開発が進んだ。
国土地理院基盤地図情報(縮尺レベル25000)「神奈川、静岡」及び、国
土交通省国土数値情報「河川データ（平成20年）、土地利用細分メッシ
ュデータ（平成18年）」より編集部で作図
この地図の作成に当たっては、国土地理院長の承認を得て、同院発行の
基盤地図情報を使用した。（承認番号　平23情使、第630号）
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早
朝
に
噴
火
が
収
ま
り
ま
す
が
、
３
カ

月
も
経
た
な
い
う
ち
に
、
幕
府
は
次
々

と
政
策
を
打
ち
出
し
ま
す
。
一
つ
に
は
、

当
時
の
小
田
原
藩
主
の
大
久
保
忠
増
は

被
災
地
へ
の
食
料
供
給
な
ど
の
対
策
を

実
施
し
ま
し
た
が
、
藩
レ
ベ
ル
で
は
手

に
負
え
な
い
と
知
る
や
、
幕
府
に
救
済

を
願
い
出
て
、
周
辺
一
帯
を
一
時
的
に

幕
府
直
轄
領
と
し
ま
す
。
幕
府
は
、
小

田
原
５
万
６
０
０
０
石
を
吸
収
す
る
代

わ
り
に
、
上
げ
地
と
い
っ
て
美
濃
、
三

河
、
伊
豆
、
赤
穂
を
代
地
に
提
供
し
ま

し
た
。

二
つ
目
は
、
伊
奈

い
な

半
左
衛
門

は
ん
ざ
え
も
ん

忠
順

た
だ
の
ぶ

が

現
地
駐
在
の
復
興
大
臣
に
就
任
し
ま
す
。

江
戸
詰
で
な
く
現
地
駐
在
が
大
切
で
す
。

三
つ
目
は
、
全
国
の
大
名
領
や
天
領
に

対
し
て
は
、
石
高
１
０
０
石
に
対
し
金

２
両
の
臨
時
復
興
税
を
徴
収
し
ま
す
。

こ
の
ぐ
ら
い
の
ス
ピ
ー
ド
感
だ
か
ら
、

み
ん
な
も
納
得
す
る
ん
で
す
よ
ね
。
48

万
８
７
７
０
両
が
集
ま
り
ま
し
た
。
と

こ
ろ
が
実
際
に
被
災
地
救
済
に
充
て
ら

れ
た
の
は
、
約
13
万
両
。
ト
ホ
ホ
と
思

い
ま
す
が
、
江
戸
の
御
殿
の
修
復
に
流

用
し
た
。
荻
原
と
い
う
非
常
に
優
秀
な

財
務
大
臣
が
い
て
、
ど
う
せ
必
要
な
ら

と
や
っ
ち
�
っ
た
の
で
す
。

臨
時
復
興
税
は
、
酒
匂
川
の
川
底
い

っ
ぱ
い
に
溜
ま
っ
て
い
た
噴
火
砂
を
浚さ

ら

う
御
手
伝
普
請
に
使
わ
れ
ま
し
た
。
最

初
に
岡
山
藩
か
ら
１
７
０
人
ぐ
ら
い
来

ま
す
。
次
に
北
九
州
の
小
倉
藩
、
越
前

の
大
野
藩
、
熊
本
の
新
田
藩
、
鳥
取
藩
。

全
部
で
５
０
０
人
ぐ
ら
い
の
人
た
ち
が

来
て
働
い
て
く
れ
ま
し
た
。

１
７
１
１
年
（
正
徳
元
）
の
大
洪
水
で

大
口
土
手
が
決
壊
し
、
新
流
路
に
は
堤

防
が
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、
雨
の
た
び
に

流
路
が
変
わ
っ
て
大
変
で
し
た
（
13
ペ
ー

ジ
の
図
）
。
間
も
な
く
川
筋
が
落
ち
着
き
、

東
側
の
村
々
は
安
泰
に
な
り
、
酒
匂
川

の
旧
流
路
も
田
ん
ぼ
に
な
り
ま
し
た
。

元
は
川
で
す
の
で
肥
沃
な
土
地
で
、
東

の
村
々
は
『
こ
の
ま
ま
で
い
い
』
と
い

い
、
西
側
の
六
カ
村
は
『
と
ん
で
も
な

い
』
と
反
対
。
深
刻
な
東
西
対
立
に
な

り
ま
し
た
。
こ
の
と
き
の
絵
図
の
原
図

は
明
治
大
学
に
保
管
さ
れ
て
い
ま
す
」

流
路
を
元
に
戻
す
の
か
？
　
こ
の
ま

ま
に
す
る
の
か
？
　
最
後
の
裁
き
に
は
、

大
岡
越
前
守
が
登
場
。
大
岡
裁
き
の
末
、

川
筋
を
元
に
戻
せ
と
命
じ
ら
れ
着
任
し

た
の
が
田
中
丘
隅
で
あ
る
。

土
手
の
復
興
と
文
命
社
創
設

田
中
丘
隅
は
『
民
間
省
要

み
ん
か
ん
せ
い
よ
う

』
と
い
う

本
で
、「
徳
川
の
世
に
な
り
１
２
０
年

経
つ
け
れ
ど
、
家
康
公
の
精
神
が
揺
ら

い
で
非
常
に
由
々
し
い
事
態
に
陥
っ
て

い
る
」
と
訴
え
、
酒
匂
川
災
害
の
復
興

工
事
に
つ
い
て
も
提
言
。
江
戸
の
業
者

に
よ
る
手
抜
き
工
事
を
厳
し
く
糾
弾
、

酒
匂
川
の
特
性
を
熟
知
す
る
地
元
を
活

用
す
べ
し
、
と
言
っ
た
。
丘
隅
は
２
代

目
大
口
土
手
を
つ
く
っ
て
治
水
事
業
を

行
な
っ
た
あ
と
、
岩
流
瀬
土
手
と
大
口

『
眞
古
文
尚
書
』『
偽
古
文
尚
書
』

『
尚
書
正
義
』

禹
に
関
す
る
最
古
の
記
述
は
『
書
経
』

に
あ
り
ま
す
。
こ
の
『
書
経
』
中
、
禹
に

関
す
る
文
章
は
、「
禹
貢
」
と
「
大
禹
謨
」

の
２
カ
所
に
あ
り
ま
す
。
前
者
は
『
新
釈

漢
文
大
系
』
の
『
書
経
上
』
に
あ
り
、
後

者
は
『
同
　
書
経
下
』
に
入
っ
て
い
ま
す
。

禹
の
事
績
が
記
さ
れ
る
『
書
経
』
の
古
名

は
『
尚
書
』
と
い
い
、
『
書
経
上
』
は

『
眞
古
文
尚
書
』、『
書
経
下
』
は
『
偽
古

文
尚
書
』
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

『
眞
古
文
尚
書
』
は
秦
始
皇
帝
の
焚
書
坑

儒
を
生
き
延
び
て
、
孔
子
が
壁
蔵
し
て
い

た
も
の
で
オ
リ
ジ
ナ
ル
文
献
。
こ
れ
に
対

し
て
『
偽
古
文
尚
書
』
は
、
東
晋
代
（
４

世
紀
）
に
な
っ
て
か
ら
書
か
れ
た
文
献
で

す
。
す
な
わ
ち
、「
大
禹
謨
」
は
『
書
経
』

と
は
い
い
な
が
ら
、
司
馬
遷
の
著
し
た

『
史
記
』
以
降
の
文
献
で
あ
る
こ
と
に
注

意
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
禹
に
関
す
る
文
献

は
「
禹
貢
」
及
び
『
書
経
』
と
、
そ
の
前

に
置
か
れ
て
い
る
「
堯
典
」「
皐
陶
謨
」

（
こ
れ
も
ま
た
禹
と
皐
陶
の
問
答
）
中
の

禹
に
関
す
る
記
述
が
古
く
、
司
馬
遷
に
よ

る
『
史
記
』
が
そ
れ
ら
を
つ
な
い
で
、
今

日
知
ら
れ
る
禹
王
伝
記
が
書
か
れ
た
と
思

わ
れ
ま
す
。

ま
た
、
聖
謨
と
い
う
と
君
子
の
政
策
と

い
う
こ
と
で
す
の
で
、「
大
禹
謨
」
と
い

う
題
だ
け
見
ま
す
と
「
偉
大
な
禹
の
は
か

り
ご
と
（
政
策
）」
と
解
さ
れ
ま
す
が
、「
謨
」

は
、「
誥
」（
君
主
の
臣
下
に
対
す
る
言
）

に
対
し
て
「
臣
下
の
君
主
に
対
す
る
言
」

と
い
う
文
章
形
式
を
さ
す
術
語
で
も
あ
り
、

実
際
に
『
書
経
』
の
「
大
禹
謨
」
を
見
た

と
こ
ろ
、
禹
の
偉
大
な
事
績
を
記
し
た
と

い
う
よ
り
は
禹
の
問
答
集
で
、「
政
策
」

と
い
う
よ
り
は
「
問
答
」
と
解
し
た
ほ
う

が
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

で
す
か
ら
、
禹
を
讃
え
る
石
碑
を
建
て

た
人
は
『
書
経
』
の
「
大
禹
謨
」
の
内
容

を
理
解
し
て
い
た
の
で
は
な
く
、「
大
禹

謨
」
を
「
偉
大
な
禹
の
方
策
」
と
考
え
て
、

碑
文
に
選
ん
だ
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

『
書
経
』
の
中
の
禹
の
事
績
で
あ
る
「
禹

貢
」
は
淡
々
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
な

か
な
か
に
味
わ
い
深
い
も
の
で
す
。『
新

釈
漢
文
大
系
　
書
経
上
』（
明
治
書
院
）「
禹

貢
第
11
節
導
水
」
及
び
、
禹
の
貢
献
を

ま
と
め
た
解
説
部
の
表
（
ｐ.

93
〜
94
）
と
、

『
史
記
』
や
古
地
図
を
見
る
と
、
よ
り
深

い
理
解
が
得
ら
れ
る
か
と
思
い
ま
す
。

『
尚
書
正
義
』
と
関
東
管
領

上
杉
憲
實
の
接
点

『
偽
古
文
尚
書
』
の
注
釈
書
は
、
唐
代
に

編
纂
さ
れ
た
『
尚
書
正
義
』
で
、
こ
れ
は

科
挙
の
試
験
を
受
け
る
者
は
丸
暗
記
し
て

い
た
書
物
の
一
つ
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
、
重

要
な
内
容
を
持
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し

『
尚
書
正
義
』
の
原
本
は
、
本
家
中
国
で

は
既
に
失
わ
れ
て
し
ま
い
、
日
本
の
足
利

学
校
本
（
宋
の
両
浙
東
路
、
茶
塩
司
刊
本
）
が

唯
一
現
存
す
る
原
典
テ
ク
ス
ト
で
す
。
現

在
も
、
栃
木
県
の
足
利
学
校
に
国
宝
指
定

書
籍
と
し
て
所
蔵
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
『
尚
書
正
義
』
を
１
４
３
９
年

（
永
享
11
）
に
足
利
学
校
に
寄
進
し
た
人
物

が
誰
あ
ろ
う
、
円
覚
寺
１
１
７
世
蘭
室
妙

薫
禅
師
に
協
力
し
て
神
奈
川
県
足
柄
上
郡

の
班
目
下
河
原
に
上
杉
一
門
の
菩
提
供
養

の
た
め
に
珠
明
寺

し
�
め
い
じ

を
建
て
た
開
基
の
一
人

で
あ
り
、
関
東
管
領
だ
っ
た
上
杉
憲
實
で

す
。
上
杉
憲
實
は
足
利
学
校
中
興
の
功
労

者
で
あ
り
、
金
沢
文
庫
に
あ
っ
た
『
尚
書

正
義
』
を
足
利
学
校
に
納
め
ま
し
た
。

足
利
学
校
本
は
日
本
の
他
の
地
域
に
も

広
が
っ
た
ら
し
く
、
江
戸
時
代
末
期
に
幕

府
が
古
典
の
刊
行
を
奨
励
し
た
と
き
、
肥

禹
王
を
祀
る
原
動
力
原
典
テ
ク
ス
ト
の
存
在

岡
田
真
美
子

お
か
だ
ま
み
こ

兵
庫
県
立
大
学
環
境
人
間
学
部
環
境
宗
教
学
教
授
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後
藩
で
は
時
習
館
で
こ
の
足
利
学
校
本
を

復
刻
し
て
い
ま
す
。
現
在
、
完
全
に
そ
ろ

っ
た
版
木
が
、
熊
本
大
学
に
保
存
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
桧
板
の
両
面
に
各
々
４
ペ
ー

ジ
分
の
文
字
が
刻
ま
れ
て
お
り
、
全
部
で

３
８
８
枚
に
の
ぼ
り
ま
す
。

足
利
学
校
は
16
世
紀
の
中
ご
ろ
、
空
前

の
活
況
を
呈
し
、
全
国
か
ら
内
地
留
学
者

も
い
た
と
い
う
こ
と
で
す
か
ら
、『
尚
書

正
義
』
を
学
ん
で
帰
っ
た
者
も
多
か
っ
た

こ
と
で
し
ょ
う
。『
尚
書
正
義
』
が
当
時

の
日
本
で
よ
く
読
ま
れ
た
こ
と
は
、
江
戸

の
林
羅
山
の
「
春
鑑
抄
」
に
お
け
る
引
用

や
、
岡
山
藩
の
大
水
害
後
川
除
け
を
行
な

っ
た
熊
沢
蕃
山
と
藩
主
池
田
光
政
と
の
や

り
と
り
で
も
わ
か
り
ま
す
。

ま
た
、
高
松
城
で
『
尚
書
正
義
』
の

「
大
禹
謨
」
を
講
じ
た
の
は
、
勧
学
家
老

だ
っ
た
青
山
家
だ
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

青
山
家
は
私
の
夫
で
あ
る
岡
田
の
祖
母
の

生
家
で
あ
り
、
浅
か
ら
ぬ
因
縁
を
覚
え
ま

す
。
高
松
の
香
東
川
に
も
「
大
禹
謨
」
の

碑
が
あ
り
ま
す
か
ら
、『
尚
書
正
義
』
の

線
か
ら
禹
碑
探
し
を
し
て
み
る
の
も
大
き

な
手
が
か
り
と
な
り
得
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

私
は
、
河
川
改
修
と
い
う
大
事
業
に
携

わ
る
人
々
に
、
禹
王
を
祀
ら
せ
、
そ
の
信

仰
を
全
国
に
広
げ
る
原
動
力
と
な
っ
た
の

は
、
や
は
り
こ
の
公
式
テ
ク
ス
ト
の
存
在

で
あ
っ
た
と
考
え
ま
す
。
し
か
も
そ
の
テ

ク
ス
ト
の
保
存
に
関
し
て
、
酒
匂
川
大
口

近
く
の
寺
に
ゆ
か
り
の
上
杉
憲
實
が
キ
ー

マ
ン
で
あ
っ
た
こ
と
が
珠
明
寺
訪
問
か
ら

引
き
出
せ
た
こ
と
に
、
歴
史
の
因
縁
を
感

じ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

手
は
、
８
年
後
に
は
潰
れ
て
し
ま
う
。

56
人
の
水
死
者
を
出
し
、
史
上
最
大
の

被
害
と
な
っ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
大
脇

さ
ん
は
、

「
こ
の
と
き
は
酒
匂
川
だ
け
で
な
く
て
、

関
東
の
川
と
い
う
川
が
ほ
と
ん
ど
氾
濫

す
る
ほ
ど
の
大
暴
風
雨
だ
っ
た
の
で
す

が
、
言
い
わ
け
に
な
り
ま
せ
ん
。
ま
ず
、

田
中
丘
隅
様
が
つ
く
ら
れ
た
土
手
だ
か

ら
大
丈
夫
だ
ろ
う
と
の
油
断
が
あ
っ
た

と
思
い
ま
す
。
次
に
、
時
間
帯
が
午
前

４
時
で
、
寝
込
み
を
襲
わ
れ
た
。
現
代

風
に
い
え
ば
、
ゲ
リ
ラ
豪
雨
で
避
難
す

る
時
間
が
無
い
ほ
ど
急
激
な
洪
水
だ
っ

た
の
で
し
ょ
う
」

１
７
３
５
年
（
享
保
20
）
３
代
目
大
口

土
手
を
、
丘
隅
の
婿
養
子
蓑
笠
之
助

が
復
旧
す
る
。
丘
隅
と
笠
之
助
の
仕
様

の
違
い
は
土
手
の
材
質
と
工
法
だ
っ
た
。

丘
隅
は
赤
土
を
使
っ
た
が
、
笠
之
助
は

車
地

し
�
ち

（
人
力
の
ク
レ
ー
ン
）
を
使
っ
て
巨
石

を
積
み
、
城
の
石
垣
の
よ
う
に
頑
丈
な

土
手
を
築
い
た
。

「
今
か
ら
約
２
０
０
年
前
の
１
８
０
２

年
（
享
和
２
）
に
大
洪
水
が
起
き
て
、
岩

流
瀬
土
手
も
大
口
土
手
も
表
層
は
全
部

崩
れ
ま
し
た
が
、
土
台
底
部
は
残
っ
た

と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
材
質
と
工
法

の
違
い
が
、
明
暗
を
分
け
た
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
」

な
お
、
川
音
川
の
合
流
点
に
大
掛
か

り
な
三
角
土
手
を
築
い
た
の
も
笠
之
助

で
は
な
い
か
、
と
い
わ
れ
て
い
る
。

土
手
に
文
命
社
を
建
て
、
文
命
宮
と
碑

を
つ
く
っ
て
祭
り
を
行
な
う
よ
う
に
指

示
し
、
土
手
に
は
桃
、
李

す
も
も

、
梨
、
栗
、

柿
な
ど
、
実
の
な
る
樹
木
を
植
え
る
よ

う
に
命
じ
た
ほ
か
、
川
丈
六
地
蔵
も
祀

っ
た
。
集
ま
る
と
き
に
は
堤
防
上
に
石

を
持
っ
て
く
る
よ
う
に
と
も
命
じ
た
が
、

石
を
持
っ
て
く
る
習
慣
は
１
９
７
０
年

（
昭
和
45
）
ご
ろ
ま
で
続
い
て
い
た
と
い

う
。こ

れ
ら
の
こ
と
を
丘
隅
が
指
示
し
た

の
は
、
治
水
の
要
所
を
意
識
し
て
忘
れ

な
い
よ
う
に
す
る
た
め
の
工
夫
だ
っ
た

の
だ
。

受
け
継
が
れ
る
治
水
家
魂

し
か
し
、
田
中
丘
隅
の
つ
く
っ
た
土

臨済宗円覚寺派の珠明寺は、
1420年（応永27）、円覚寺117世
の蘭室妙薫禅師と室町幕府の関
東管領の上杉憲實によって開創
された。酒匂川の氾濫や富士山
の噴火によって、何度も移転を
余儀なくされた。1734年（享保
19）8月8日の氾濫では、水死者
19霊の記録が過去帳に残り、悲
惨な戒名が刻まれた墓も残され
ている。石垣に開いた穴は、横
井土の跡。高台の怒田に避難民
が移転した際に、飲み水として
使われ、1980年（昭和55）ごろ
までは現役だったそうだ。



12水の文化40『大禹の治水』 2012／02

扇
状
地
河
川
の
特
徴
と
は

典
型
的
な
扇
状
地
河
川
で
あ
る
酒
匂
川

の
治
水
の
要
は
、
流
路
を
固
定
す
る
こ
と

に
あ
り
ま
す
。
大
久
保
忠
世
が
検
地
を
行

な
っ
て
、
網
目
状
に
流
路
が
広
が
る
酒
匂

川
の
川
筋
を
平
野
の
東
側
に
一
本
に
ま
と

め
、
今
ま
で
川
で
あ
っ
た
場
所
を
新
田
開

発
す
る
と
い
う
壮
大
な
計
画
は
、
息
子
の

忠
隣
が
上
流
か
ら
の
水
勢
を
弱
め
る
た
め

に
春
日
森
土
手
、
岩
流
瀬
土
手
、
大
口
土

手
を
築
く
こ
と
で
実
現
さ
れ
ま
し
た
が
、

理
に
か
な
っ
た
治
水
術
だ
と
思
い
ま
す
。

扇
状
地
河
川
の
特
徴
は
、
川
筋
が
い
く

つ
も
で
き
て
し
ま
っ
て
流
路
が
固
定
し
づ

ら
い
こ
と
で
す
。
し
ば
ら
く
の
間
、
一
定

の
川
筋
を
流
れ
て
い
て
も
、
そ
こ
に
土
砂

が
溜
ま
っ
て
地
形
が
高
く
な
る
の
で
（
自

然
堤
防
）、
ま
た
低
い
所
を
求
め
て
流
路
が

変
わ
る
か
ら
で
す
。
イ
タ
リ
ア
に
は
ま
だ

自
然
河
川
が
残
っ
て
お
り
、
網
目
状
の
流

路
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
か
ら
、
航
空

写
真
を
検
索
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

山
か
ら
平
地
に
出
た
所
で
、
川
に
運
ば

れ
た
粘
着
性
の
な
い
砂
と
礫れ

き

を
中
心
と
す

る
土
砂
が
堆
積
し
始
め
ま
す
。
粘
着
性
が

「
あ
る
か
」「
な
い
か
」
が
川
を
性
格
づ
け

ま
す
が
、
川
も
下
流
に
行
く
と
、
粘
着
性

の
あ
る
土
な
ど
が
多
く
な
る
の
で
、
川
岸

の
浸
食
に
対
し
て
も
強
く
な
り
ま
す
。

川
岸
と
川
底
と
が
同
じ
材
料
で
で
き
て

い
る
た
め
に
、
川
底
の
石
が
動
き
始
め
る

と
、
川
岸
の
石
も
同
時
に
動
き
出
す
。
そ

れ
で
川
を
深
く
保
つ
こ
と
が
で
き
な
く
て
、

浅
く
て
平
た
い
川
に
な
る
か
ら
、
常
に
左

右
に
振
れ
や
す
い
の
で
す
。
こ
う
し
て
、

扇
状
の
傾
斜
を
持
っ
た
地
形
が
形
成
さ
れ
、

山
か
ら
平
地
に
出
た
所
が
扇
の
要
に
な
り

ま
す
。
禹
王
の
本
場
で
あ
る
黄
河
も
、

「
鉄
の
尾
を
持
つ
」
と
言
わ
れ
、
鄭
州
辺

り
を
尾
の
付
け
根
（
扇
頂
部
）
と
し
て
、
南

北
に
大
き
く
振
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

酒
匂
川
は
平
地
に
出
た
あ
と
で
も
、
山

に
拘
束
さ
れ
て
い
る
た
め
に
川
筋
が
限
定

さ
れ
て
い
る
箇
所
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
が
、

制
限
す
る
山
な
ど
が
な
け
れ
ば
、
網
目
状

に
広
が
っ
た
流
路
を
つ
く
る
の
が
扇
状
地

河
川
の
特
徴
な
の
で
す
。
　

扇
状
地
霞
堤
の
機
能

酒
匂
川
は
、
山
梨
の
釜
無
川
・
笛
吹
川

と
非
常
に
よ
く
似
て
い
ま
す
。

釜
無
川
・
笛
吹
川
に
も
酒
匂
川
に
も
霞

堤
が
見
ら
れ
ま
す
が
、
上
流
（
扇
状
地
）
霞

堤
と
下
流
霞
堤
と
で
は
、
求
め
ら
れ
る
役

割
が
違
い
ま
す
。
下
流
霞
堤
は
、
氾
濫
さ

せ
る
こ
と
が
基
本
的
な
目
的
で
す
。
上
流

か
ら
水
が
入
る
と
田
ん
ぼ
が
や
ら
れ
て
し

ま
う
の
で
す
が
、
下
流
か
ら
入
る
と
無
事

で
す
し
、
肥
沃
な
土
を
落
と
し
て
い
っ
て

く
れ
る
し
、
よ
り
下
流
の
人
を
氾
濫
か
ら

守
る
。
霞
堤
を
ど
こ
に
ど
う
つ
く
る
か
で
、

あ
ふ
れ
る
場
所
を
特
定
す
る
こ
と
も
で
き

ま
す
。
成
富
兵
庫
茂
安

な
り
ど
み
ひ
ょ
う
ご
し
げ
や
す

が
つ
く
っ
た
象
の

鼻
や
天
狗
の
鼻
、
松
浦
川
の
ア
ザ
メ
の
瀬

も
同
様
の
構
造
で
す
。
あ
ふ
れ
る
こ
と
で
、

沃
土
や
生
き
も
の
を
運
ん
で
き
て
く
れ
る
。

上
流
（
扇
状
地
）
霞
堤
は
、
流
路
固
定
と

氾
濫
戻
し
。
扇
状
地
河
川
の
勾
配
は
だ
い

た
い
１
０
０
分
の
１
か
ら
５
０
０
分
の
１

ぐ
ら
い
の
間
で
す
。
１
０
０
分
の
１
と
い

う
と
、
１
０
０
ｍ
行
っ
て
１
ｍ
下
が
る
ぐ

ら
い
の
勾
配
。
霞
堤
で
あ
ふ
れ
る
と
い
っ

て
も
水
深
は
せ
い
ぜ
い
２
ｍ
に
も
な
り
ま

せ
ん
。
傾
斜
が
き
つ
い
の
で
断
続
堤
の
切

れ
目
か
ら
あ
ふ
れ
る
こ
と
は
な
い
か
ら
、

閉
じ
る
必
要
性
が
な
い
。
万
が
一
切
れ
目

か
ら
水
が
あ
ふ
れ
て
も
、
間
に
入
っ
た
水

が
堤
防
を
支
え
る
役
目
を
し
ま
す
。
二
重

堤
だ
と
思
え
ば
い
い
ん
で
す
。
閉
じ
て
し

ま
う
と
、
逆
に
あ
ふ
れ
た
水
が
戻
ら
な
く

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

昔
の
人
は
そ
の
土
地
に
住
む
人
が
損
を

す
る
よ
う
な
仕
組
み
は
絶
対
に
つ
く
り
ま

せ
ん
。
そ
れ
は
霞
堤
に
限
ら
ず
、
溜
め
池

で
も
同
じ
で
す
。
み
ん
な
、
洪
水
防
止
の

面
か
ら
し
か
見
て
い
な
い
た
め
霞
堤
の
機

能
を
正
確
に
と
ら
え
て
い
ま
せ
ん
が
、
多

面
的
な
働
き
を
持
つ
こ
と
を
見
直
す
べ
き

で
す
。

釜
無
川
に
合
流
す
る
御
勅
使
川

み
だ
い
が
わ

に
相
当

す
る
の
が
、
酒
匂
川
に
お
け
る
川
音
川
で

す
。
小
河
川
の
ほ
う
が
水
が
先
に
出
て
く

る
の
で
、
大
河
川
の
合
流
地
点
に
土
砂
を

溜
め
ま
す
。
そ
れ
で
川
が
曲
が
る
の
を
、

ど
う
や
っ
て
制
御
す
る
か
と
い
う
の
が
治

水
の
要
点
に
な
る
わ
け
で
す
か
ら
、
こ
う

し
た
小
河
川
と
の
合
流
点
が
治
水
の
要
衝

に
な
り
ま
す
。
こ
こ
に
蓑
笠
之
助
が
つ
く

っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
三
角
土
手
が
あ
る

わ
け
で
す
。

甲
州
三
大
難
所
と
い
わ
れ
て
い
る
の
が
、

笛
吹
川
の
万
力
、
釜
無
川
の
竜
王
と
笛
吹

川
・
日
川
・
重
川
の
三
川
が
合
流
す
る
近

津
。
こ
れ
ら
の
堤
が
よ
く
切
れ
る
の
で
三

大
水
難
所
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
甲
府
盆

地
へ
の
水
の
供
給
は
、
こ
こ
か
ら
行
な
わ

れ
て
い
ま
す
。
い
つ
も
水
が
当
た
る
所
は
、

い
つ
も
水
が
引
け
る
所
な
ん
で
す
。
笛
吹

川
の
万
力
林
に
あ
た
る
の
が
、
酒
匂
川
の

福
沢
神
社
付
近
（
文
命
東
堤
碑
）
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
私
は
酒
匂
川
の
地
図
を
見

て
、
福
沢
神
社
と
高
台
病
院
と
寒
田
神
社

と
開
成
ス
ポ
ー
ツ
公
園
付
近
が
、
治
水
上

の
要
所
だ
と
思
い
ま
し
た
。

日
本
列
島
の
基
本
構
造

み
な
さ
ん
は
、付
加
体

ふ
か
た
い

（accretionary
prism

／w
edge

）
と
い
う
言
葉
を
聞
い

た
こ
と
が
あ
る
で
し
ょ
う
か
。
海
洋
プ
レ

ー
ト
が
、
ハ
ワ
イ
の
辺
り
の
中
央
海
嶺
と

い
う
所
か
ら
吹
き
出
し
て
き
て
、
徐
々
に

日
本
列
島
に
押
し
寄
せ
ら
れ
て
大
陸
プ
レ

ー
ト
の
下
に
沈
み
込
む
際
に
、
海
の
中
の

堆
積
物
や
サ
ン
ゴ
が
削
り
取
ら
れ
て
、
日

本
列
島
に
付
加
さ
れ
る
。
こ
れ
を
付
加
体
、

と
呼
ん
で
い
ま
す
。

海
溝
付
近
に
は
、
洪
水
の
と
き
に
川
か

ら
運
ば
れ
た
土
砂
や
岩
石
が
積
も
っ
て
い

き
ま
す
。
酒
匂
川
も
富
士
山
の
噴
火
の
際

に
放
出
さ
れ
た
砂
礫
や
、
川
が
削
り
取
っ

た
た
く
さ
ん
の
土
砂
を
海
溝
に
運
ん
だ
と

想
像
で
き
ま
す
。

生
き
て
い
る
川
酒
匂
川
島
谷
幸
宏

し
ま
た
に
ゆ
き
ひ
ろ

九
州
大
学
大
学
院
工
学
研
究
院
教
授

現
代
の
水
害
に
生
き
る

丘
隅
の
精
神

田
中
丘
隅
は
水
防
命
令
書
を
発
行
し

て
、
水
防
組
合
を
つ
く
ら
せ
、
ど
こ
の

堤
防
を
ど
の
村
が
守
る
の
か
を
明
確
に

し
た
。
水
防
を
日
常
生
活
の
一
部
に
し

て
習
慣
化
す
る
こ
と
で
自
衛
す
る
と
い

う
丘
隅
の
思
惑
は
、
１
９
３
８
年
（
昭

和
13
）
の
水
害
時
に
も
役
立
っ
て
い
る
。

九
十
間

く
じ
っ
け
ん

土
手
は
曽
比

そ
び

と
中
曽
根
を
含

め
、
現
在
も
か
ろ
う
じ
て
残
る
三
つ
の

か
す
み
堤
（
こ
こ
で
は
足
柄
地
域
の
表
記
に
準

ず
る
）
の
内
の
一
つ
。
そ
の
九
十
間
土

手
が
決
壊
の
危
機
を
迎
え
た
の
は
、
１

９
３
８
年
（
昭
和
13
）
の
梅
雨
の
出
来
事

で
あ
る
。

６
月
中
旬
か
ら
降
り
続
い
た
長
雨
で
、

酒
匂
川
は
増
水
し
て
い
た
。
27
日
の
深

夜
か
ら
28
日
の
夕
刻
に
か
け
て
の
豪
雨

に
加
え
、
さ
ら
に
降
り
続
い
た
雨
に
よ

り
、
30
日
の
正
午
過
ぎ
か
ら
九
十
間
土

手
の
南
端
か
ら
じ
わ
じ
わ
と
決
壊
が
始

ま
っ
た
。

通
常
は
堤
防
を
守
る
た
め
に
置
か
れ

た
〈
川
倉
〉（
水
制
工
　
写
真
左
）
の
残
骸
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日
本
海
溝

伊
豆
・
小
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原
海
溝

南海
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千
島
海
溝
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フィリピン海プレート

13 富士山と酒匂川

海
洋
プ
レ
ー
ト
が
海
溝
で
大
陸
プ
レ
ー

ト
の
下
に
沈
み
込
む
際
に
は
、
次
々
に
到

着
す
る
新
し
い
付
加
体
が
古
い
付
加
体
の

下
に
潜
り
込
み
な
が
ら
大
陸
側
へ
押
し
上

げ
る
た
め
、
並
行
す
る
逆
断
層
が
形
成
さ

れ
る
と
い
う
特
徴
が
あ
り
ま
す
（
た
だ
し
並

行
す
る
２
本
の
断
層
間
に
あ
る
岩
体
内
に
お
い
て

は
、
下
部
が
古
く
て
上
部
が
新
し
く
な
る
）。

小
田
原
周
辺
の
海
域
は
プ
レ
ー
ト
が
集

ま
っ
て
い
る
地
帯
で
も
あ
り
、
付
加
体
の

構
成
も
複
雑
で
、
非
常
に
わ
か
り
に
く
く

な
っ
て
い
ま
す
。
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
で

も
確
認
し
て
み
た
の
で
す
が
、
川
底
の
材

料
に
は
火
山
岩
、
花
崗
岩
、
堆
積
岩
と
い

っ
た
い
ろ
い
ろ
な
種
類
の
岩
石
が
混
在
し

て
い
ま
し
た
。

日
本
列
島
を
構
成
す
る
材
料
と
し
て
は
、

一
番
新
し
い
付
加
体
が
太
平
洋
側
に
あ
っ

て
、
日
本
海
側
に
徐
々
に
押
し
出
さ
れ
る

た
め
に
北
に
い
く
ほ
ど
古
い
付
可
体
が
存

在
し
ま
す
。

川
の
性
質
を
左
右
さ
せ
る
地
質

日
本
列
島
は
、
こ
の
よ
う
な
単
純
な
基

本
構
造
な
の
で
す
が
、
火
山
が
載
っ
て
い

る
の
で
他
国
に
比
べ
て
地
質
が
複
雑
に
な

っ
て
い
ま
す
。
い
わ
ゆ
る
白
砂
青
松
と
い

う
の
は
花
崗
岩
地
帯
な
の
で
、
川
砂
が
白

い
、
と
い
う
よ
う
に
、
山
の
地
質
が
川
の

性
質
に
、
大
き
く
影
響
を
与
え
て
い
る
の

で
す
。

地
質
と
山
か
ら
出
る
水
の
流
量
と
い
う

の
は
も
の
す
ご
く
関
係
が
深
く
て
、
小
水

力
発
電
を
す
る
と
き
の
適
地
探
し
に
効
力

を
発
揮
す
る
と
考
え
て
い
ま
す
。〈
地
質

と
流
出
特
性
〉
の
表
を
見
る
と
、
古
い
地

質
の
所
は
新
し
い
地
質
の
所
の
４
分
の
１

し
か
水
が
出
て
き
ま
せ
ん
。
火
山
岩
の
所

は
第
４
紀
で
す
か
ら
、
１
０
０
ｈ
で
３
ｔ
。

上
に
植
物
が
載
っ
て
い
る
の
で
植
物
が

寄
与
す
る
面
も
ゼ
ロ
で
は
な
い
の
で
す
が
、

せ
い
ぜ
い
１
割
程
度
で
、
水
量
は
地
質
に

よ
っ
て
ほ
ぼ
特
定
さ
れ
ま
す
。
水
源
の
維

持
管
理
か
ら
い
う
と
森
林
の
保
水
力
も
大

切
で
す
が
、
岩
体
の
容
量
が
非
常
に
大
き

い
こ
と
か
ら
、
地
質
の
影
響
の
重
要
性
を

も
っ
と
意
識
す
べ
き
で
す
。

平
野
に
点
在
す
る
〈
島
〉

酒
匂
川
は
自
然
堤
防
が
非
常
に
発
達
し

た
川
で
、
集
落
は
ほ
と
ん
ど
自
然
堤
防
上

に
あ
り
ま
す
。
島
が
つ
い
た
地
名
が
多
く

見
ら
れ
る
の
も
、
そ
の
現
わ
れ
で
す
。

旧
流
路
の
横
に
は
、
氾
濫
し
た
と
き
に

土
砂
を
堆
積
し
た
跡
と
し
て
自
然
堤
防
が

で
き
ま
す
。
古
い
地
図
を
見
る
と
、
そ
の

跡
が
よ
く
わ
か
り
ま
す
し
、
川
が
低
い
ほ

う
に
流
れ
た
が
っ
て
い
る
こ
と
も
、
地
図

か
ら
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
水
を

堤
防
に
ぶ
つ
け
て
勢
い
を
削
ぎ
、
方
向
を

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
い
る
の
で
す
が
、
そ

れ
で
も
川
が
行
き
た
い
ほ
う
に
流
れ
て
し

ま
う
恐
れ
が
あ
る
こ
と
も
わ
か
り
ま
す
。

実
際
、
過
去
の
水
害
の
例
を
見
る
と
、
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
し
き
れ
な
い
で
そ
ち
ら
に
流

れ
て
行
っ
た
こ
と
も
あ
る
よ
う
で
す
ね
。

川
の
方
向
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
た
の
は
、

利
水
に
有
利
だ
か
ら
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、

取
水
口
は
高
い
所
に
設
け
て
い
る
は
ず
で

す
が
、
川
全
体
を
扇
状
地
の
中
で
も
高
い

所
に
導
い
て
お
け
ば
、
ど
こ
か
ら
で
も
水

が
引
け
て
都
合
が
良
い
の
で
す
。
ま
た
流

路
を
固
定
す
れ
ば
、
扇
状
地
全
体
を
網
目

状
に
流
れ
く
ね
っ
て
い
た
酒
匂
川
の
澪
筋

み
お
す
じ

を
整
理
し
て
、
残
り
の
土
地
を
開
発
す
る

こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
す
。
大
久
保
忠

世
・
忠
隣
親
子
が
行
な
っ
た
足
柄
平
野
の

開
発
は
、
ま
さ
に
そ
う
い
う
手
法
で
し
た
。

日
本
の
古
代
に
拓
け
た
土
地
は
、
例
え

ば
大
和
盆
地
や
九
州
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、

は
じ
め
は
小
河
川
の
扇
頂
に
集
落
が
形
成

さ
れ
ま
す
。
そ
の
後
、
治
水
技
術
が
向
上

す
る
と
、
大
河
川
の
扇
状
地
に
も
進
出
す

る
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
す
。
足
柄
平
野

全
体
を
見
渡
す
と
、
酒
匂
川
の
左
岸
の
山

あ
い
に
あ
る
曽
我
と
い
う
地
名
の
辺
り
が

古
く
か
ら
開
け
た
集
落
で
あ
る
と
予
想
で

き
、
そ
う
し
た
歴
史
的
経
緯
が
わ
か
り
ま

す
。
そ
う
い
う
意
味
で
も
、
と
て
も
素
晴

ら
し
い
場
所
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

実
は
扇
状
地
河
川
に
お
い
て
は
、
大
変

イ
ン
パ
ク
ト
の
あ
る
事
柄
が
１
９
６
０
年

代
に
あ
り
ま
し
た
。
高
度
経
済
成
長
期
に
、

全
国
の
河
川
の
高
さ
が
約
３
ｍ
下
が
っ
た

こ
と
で
す
。
日
本
全
体
で
２
億
ｔ
ぐ
ら
い

の
土
砂
が
出
る
の
で
す
が
、
ピ
ー
ク
時
に

は
３
分
の
１
以
上
の
土
砂
が
採
取
さ
れ
、

し
か
も
土
砂
許
可
量
が
あ
ま
り
守
ら
れ
ず

に
大
量
採
取
さ
れ
た
結
果
で
す
。
そ
の
た

め
に
河
川
の
高
水
敷
が
安
定
し
て
、
そ
こ

が
樹
林
化
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
網

目
状
に
複
数
の
川
筋
に
水
が
流
れ
て
い
た

の
に
、
単
立
化
と
い
っ
て
澪
筋
を
一
つ
に

集
約
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
も
、
樹
林

化
に
拍
車
を
か
け
ま
し
た
。

酒
匂
川
は
樹
林
化
し
な
い
で
砂
礫
に
覆

わ
れ
て
白
い
河
原
が
見
え
ま
す
が
、
こ
う

い
う
川
は
今
で
は
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

久
し
ぶ
り
に
川
ら
し
い
川
を
見
た
と
思
い

ま
し
た
。

扇
状
地
河
川
の
特
徴
の
一
つ
は
こ
の
河

原
で
す
が
、
現
在
は
河
原
が
減
っ
て
お
り
、

全
国
的
に
河
原
の
再
生
が
行
な
わ
れ
て
い

ま
す
。
酒
匂
川
に
は
良
い
河
原
が
残
っ
て

い
ま
す
ね
。
私
た
ち
は
酒
匂
川
の
よ
う
な

川
を
〈
生
き
て
い
る
川
〉
と
呼
ん
で
い
ま

す
。
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大陸プレート

海洋プ
レート

付加体

プランクトンの
死骸やサンゴ礁
などの堆積物

川から運ばれてくる
土砂の堆積物

マントル

海嶺

海溝

付加体の構造

0 1 2 mm／日

古生層

中生層

花崗岩類

第三紀火山群類

第四紀火山群類

関東地方における低水量

流
域
の
地
質
区
分

1.1

1.63

2.86

0.67

1.39

地質と流出特性の関係

決壊した酒匂川の新流路
1720年（享保5）10月「相州酒匂川本川
通川除御普請御願絵図」より、編集部が
作図（明治大学博物館　瀬戸家資料）
赤色部分が移転を余儀なくされた、大口
水下水損六カ村。

足柄平野は三つのプレートの境界にあるため、複雑な地質が形成された。

基本的に地質は古くなるほど締め固められ硬くなるので、水が浸透しにく
いと考えればよい。地質により4倍の開きがあることが数値から読み取れ
る。ただし花崗岩は風化しやすいので保水力は比較的大きくなる。このよ
うな特徴は、平常時の河川の流出特性にも同様の影響を及ぼす。
注：低水量とは、一年のうち275日（9カ月）間これより下がらない水量。

（虫明功臣さんらの研究を島谷幸宏さんがまとめたものです）



に
ぶ
つ
か
っ
た
本
流
が
、
中
土
手
を
直

撃
し
始
め
る
。
中
土
手
が
切
れ
る
と
開

成
町
南
部
か
ら
小
田
原
市
ま
で
水
浸
し

に
な
る
。
死
守
せ
ね
ば
な
ら
な
い
重
要

な
最
後
の
砦
で
あ
る
。
地
元
住
民
に
よ

る
〈
川
倉
〉
の
撤
去
と
松
の
木
に
よ
る

木
流
し
が
敢
行
さ
れ
た
が
、
危
険
は
ま

す
ま
す
高
ま
り
、
半
井
神
奈
川
県
知
事

は
、
つ
い
に
赤
羽
工
兵
隊
と
横
浜
消
防

隊
に
救
援
要
請
を
出
し
た
。

「
し
か
し
中
土
手
を
守
り
抜
い
た
の
は
、

地
元
住
民
パ
ワ
ー
だ
っ
た
の
で
す
。
大

き
な
鋸
を
体
に
縛
り
付
け
、
激
流
の
酒

匂
川
に
命
綱
な
し
で
飛
び
込
ん
で
〈
川

倉
〉
を
切
り
倒
し
た
の
は
、
地
元
吉
田

島
の
15
人
だ
っ
た
の
で
す
。
危
険
で
あ

14水の文化40『大禹の治水』 2012／02

る
が
故
に
、
工
兵
隊
が
た
め
ら
う
中
を

飛
び
込
ん
で
い
っ
た
15
人
の
こ
と
を
郷

土
の
誇
り
と
し
て
、
子
ど
も
た
ち
に
語

り
継
ぎ
た
い
と
思
い
ま
す
」

こ
の
と
き
壊
れ
た
九
十
間
土
手
は
１

９
４
１
年
（
昭
和
16
）
に
丸
２
年
を
要
し

て
復
旧
さ
れ
た
。
２
０
０
９
年
（
平
成
21
）

は
大
口
土
手
が
築
か
れ
て
４
０
０
周
年
、

２
０
１
１
年
（
平
成
23
）
は
九
十
間
土
手

修
復
70
周
年
の
記
念
の
年
。
こ
う
し
た

節
目
に
は
、
必
ず
過
去
の
経
験
を
生
か

す
記
念
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
行
な
わ
れ

て
き
た
。
そ
し
て
、〈
足
柄
の
歴
史
再

発
見
ク
ラ
ブ
〉
メ
ン
バ
ー
が
運
営
の
強

力
な
ス
タ
ッ
フ
を
務
め
て
い
る
。

２
０
１
１
年
（
平
成
23
）
10
月
22
日
に

行
な
わ
れ
た
〈
酒
匂
川
か
す
み
堤
　
九

十
間
土
手
修
堤
70
周
年
を
考
え
る
小
田

原
・
開
成
の
住
民
の
集
い
〉
で
大
脇
さ

ん
は
、
１
９
３
８
年
（
昭
和
13
）
の
大
水

害
以
降
、
酒
匂
川
の
防
災
意
識
が
次
第

に
希
薄
に
な
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い

る
。そ

の
理
由
と
し
て
、
①
三
保
ダ
ム
完

成
（
１
９
７
８
年
〈
昭
和
53
〉）
に
よ
る
洪
水

調
整
機
能
へ
の
過
信
、
②
都
市
化
に
よ

る
か
す
み
堤
消
滅
で
遊
水
地
機
能
が
失

わ
れ
た
こ
と
、
③
そ
し
て
流
域
市
町
村

（
静
岡
県
、
神
奈
川
県
３
市
、
５
町
）
の
連
携
意

識
の
低
下
、
の
三
つ
を
挙
げ
て
い
る
。

特
に
、
①
の
洪
水
調
整
機
能
に
つ
い
て

は
、
酒
匂
川
全
水
量
の
３
分
の
１
に
し

か
な
ら
な
い
こ
と
を
訴
え
て
い
る
。

次
に
控
え
る
大
き
な
記
念
イ
ベ
ン
ト

上から、1938年（昭和13）の水害で崩れた九
十間土手が修復されて70年が経過。九十間土
手は、かすみ堤として現役で活躍している／
金井島にある瀬戸屋敷には、富士山宝永噴火
のスコリアが一目でわかる〈はぎ取り標本〉
がある／副読本『富士山と酒匂川』を手にし
た佐久間俊治会長と事務局長の大井みちさん。

上から、山から平地に流れ出た酒匂川は、
春日の森土手でコントロールされて河岸段
丘である釜淵にぶつかって、ほぼ直角に流
れを変える。写真向かって右に見える土壁
が釜淵だ／大口土手そばに建立された文命
宮と文命東堤碑。どちらも関東大震災で倒
壊していたのだが、2009年（平成21）に復
元された。文命宮の石は祠部分以外は、新
しい石だ。文命東堤碑の原文は、田中丘隅
が書き、荻生徂徠が推敲したもの。



は
、
２
０
１
３
年
（
平
成
25
）
文
命
用
水

完
成
80
周
年
だ
。
大
久
保
忠
隣
以
来
３

１
０
年
余
続
い
た
取
水
方
式
が
関
東
大

震
災
で
壊
滅
。
酒
匂
川
か
ら
直
接
取
水

す
る
従
来
の
灌
漑
用
水
は
、
氾
濫
に
よ

っ
て
取
水
口
が
泥
で
詰
ま
っ
た
り
破
壊

さ
れ
る
と
、
修
復
し
な
く
て
は
な
ら
な

い
。
そ
の
た
び
に
動
員
さ
れ
る
農
民
の

労
苦
は
、
大
変
な
も
の
で
あ
っ
た
。
そ

こ
で
、
幹
線
水
路
を
酒
匂
川
沿
い
に
新

設
し
、
そ
こ
か
ら
灌
漑
用
水
路
に
流
す

画
期
的
な
用
水
シ
ス
テ
ム
が
計
画
さ
れ

た
。
こ
れ
が
、
文
命
用
水
だ
。
山
北
町

の
足
柄
橋
近
く
か
ら
取
水
さ
れ
た
水
は
、

右
岸
の
開
成
町
側
か
ら
川
底
を
サ
イ
ホ

ン
で
通
し
て
、
左
岸
の
松
田
町
・
大
井

町
・
小
田
原
市
に
送
ら
れ
て
い
る
。
文

命
用
水
に
は
落
差
を
利
用
し
た
水
力
発

電
所
も
組
み
込
ま
れ
て
い
る
。

15 富士山と酒匂川

「
当
時
は
発
電
に
対
す
る
偏
見
が
あ
っ

て
、
作
高
に
悪
影
響
が
あ
る
の
で
は
な

い
か
と
、
反
対
運
動
が
起
き
ま
し
た
。

幾
多
の
紆
余
曲
折
を
乗
り
越
え
て
、
大

規
模
な
幹
線
水
路
を
新
設
し
た
先
人
た

ち
の
努
力
に
は
頭
が
下
が
り
ま
す
」
と

大
脇
さ
ん
。
壊
れ
た
も
の
を
元
通
り
に

復
旧
す
る
の
で
は
な
く
、
シ
ス
テ
ム
自

体
を
見
直
し
た
英
知
と
勇
気
を
称
え
た

い
。

〈
足
柄
歴
史
再
発
見
ク
ラ
ブ
〉
の
面
白

い
の
は
、
発
見
で
は
な
く
再
発
見
と
い

う
と
こ
ろ
。
地
域
に
は
宝
が
た
く
さ
ん

あ
る
け
れ
ど
、
忘
れ
ら
れ
た
り
、
正
当

に
評
価
さ
れ
な
い
こ
と
も
多
い
。
磨
け

ば
光
る
石
を
み
つ
け
て
、
輝
か
せ
る
の

が
再
発
見
ク
ラ
ブ
の
役
割
だ
。
楽
し
み

な
が
ら
再
発
見
を
続
け
る
人
た
ち
が
、

今
、
禹
を
媒
介
に
求
心
力
を
発
揮
し
て

い
る
。

『
富
士
山
と
酒
匂
川
』
で
は
、
開
成
町

の
文
命
中
学
校
の
美
術
部
の
生
徒
た
ち

が
挿
絵
を
描
い
て
く
れ
た
。
当
時
、
平

均
年
齢
63
歳
だ
っ
た
〈
足
柄
の
歴
史
再

発
見
ク
ラ
ブ
〉
の
会
員
た
ち
の
孫
世
代

と
の
お
つ
き
合
い
は
現
在
も
続
い
て
お

り
、
郷
土
史
に
興
味
を
持
つ
頼
も
し
い

人
材
が
育
ち
つ
つ
あ
る
。
酒
匂
川
の
防

災
意
識
を
希
薄
に
し
て
し
ま
っ
た
三
つ

の
原
因
も
、
郷
土
史
を
学
ぶ
こ
と
で

徐
々
に
改
善
に
向
か
い
つ
つ
あ
る
よ
う

に
感
じ
た
。

取
材：

２
０
１
１
年
９
月
25
日

島谷幸宏さんと岡田真美子さんが、地図上からその
重要性に注目していたのが、松田町惣領にある寒田
神社。仁徳天皇創建といわれる由緒のある神社で、
古風土記にも記述がある。かつては相模田神社、佐
武多神社、佐牟太神社等と称した。1654年（承応3）
酒匂川の氾濫により社殿等が流出している。やはり、
治水上の重要地点であろう。かつては、鳥居の前に
酒匂川がきていたと推測される。地図は大正時代の
旧酒匂川流域。
国土地理院2万5千分の1地形図「山北（大正10年測図、大正14年
4月30日発行）」、「秦野（大正10年測図、大正14年7月25日発行」、
「関本（大正5年測図、大正8年4月30日発行」、「国府津（大正5年
測図、大正8年2月22日発行」より編集部で作図
この地図は、国土地理院長の承認を得て、同院発行の2万5千分
の1地形図を複製したものである。（承認番号　平23情複、第663
号）

寒田神社




